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国籍・地域 男（名） 女（名） 計（名）
ミャンマー 6 2 8
韓　　国 2 3 5
台　　湾 1 3 4
ベトナム 2 0 2
マレーシア 0 1 1
合　　計 11 9 20
②西九州大学短期大学部参加留学生構成（国別、性別）
国籍・地域 男（名） 女（名） 計（名）
スリランカ 1 0 1
フィリピン 1 0 1
ベトナム 1 0 1
合　　計 3 0 3
Ⅱ．プログラム日程表
2017 年 10 月 31 日（火曜日）
時間 内容 備考
13：00 長崎短期大学出発 レンタカー 1 台、公用車 1 台
14：00 東前寺到着
2017 年度日本文化体験プログラム（禅寺体験などを中心として）
Japanese Culture Experience Program 2017


























09：00 ミニホームステイ（12 グループ） 詳細は表を参照
11：40 東前寺出発 留学生代表「感謝の言葉」
12：40 長崎短期大学到着
13：10 3 限目開始 留学生たちが午後の授業に参加
Ⅲ．西九州大学短期大学部との連携
　2015 年 7 月 10 日（金）、本学において、西九州大学短期大学部との包括連携に関する協力協定の締結式が執
り行われた。この協定は、両短期大学が、教育・研究及び地域貢献活動全般における交流及び連携を推進し、
相互の教育・研究の一層の進展をもって地域社会の発展に寄与することを目的としている。以来、西九州大学
短期大学部と本学は、教育・研究・地域社会の発展・両学内施設及び設備の共同利用・FD ／ SD の共同開催・
学生及び教職員の交流などを実施してきた。




　2016 年 12 月 20 日（火）、筆者は本学事務局の山口佳奈子（留学生支援係）と、西九州大学短期大学部を訪れ、「留
学生支援の内容と課題」について発表を行った。西九州大学短期大学部の福本裕二学長をはじめ、食物栄養学























1 太田家 台湾女子 2 名 家庭訪問
2 楠本家 フィリピン男子 1 名スリランカ男子 1 名
椎茸狩り体験
家庭訪問
3 河野家 ミャンマー男子 2 名 陶芸工場見学家庭訪問
4 古賀家 韓国男子 1 名台湾男子 1 名 陶芸工場見学窯見学
写真 1　絵付け体験







5 田口家 ミャンマー女子 2 名 家庭訪問黒髪山散策
6 冨永家 韓国女子 1 名 陶器販売所見学家庭訪問




8 中尾家 ベトナム男子 3 名 家庭訪問陶芸工場見学




10 福田家 韓国男子 1 名 家庭訪問酒造見学
11 松尾家 韓国女子 2 名 嬉野温泉街散策（足湯など）家庭訪問














表である。以下の 9 項目は本学の留学生たち（20 名）の用意した質問内容であった（西九州大学短期大学部は






























































体の事は解って通じました。お二人の留学生の御家族のこと、将来のことを 2 ～ 3 時間での語らいの中、食習
慣や異文化の少しの違いは、あるのは当然でしょうし、ミャンマーという国の事は報道等で毎日の様に耳にす
ることが多い今日、更に身近に感じた時間でした。…」
Ⅳ．まとめ
　今日、日本は少子高齢化、情報化、国際化などの更なる進展の中で、大きな変革期を乗り越えようとしてい
る。このような状況の中で、国際感覚に優れ、世界で活躍できる人材の育成がますます必要となってくる。そ
ういう観点から、留学生を通じた国際交流の意義の大きさは年々増大しつつある。本プログラムの実施を通し
て、地域住民が留学生との接触を通じて享受できる異文化交流の実は、波佐見町、佐世保市ないし長崎県の国
際化にとり、計り知れぬものがあると思われる。
　最後に、筆者の任期満了による退任のため、本プログラムは今回（2017 年度）を持ちまして終了することと
なった。ここに、長年にわたり本プログラムの実施のために御尽力された方々に対して、心より深甚なる感謝
の意を表したい。また、本学の留学生たちが周囲の温かな理解の下、良き留学生活を送れることを願い、退任
のお礼の言葉とさせていただく。
長崎短期大学研究倫理委員会承認【第 1813 号】
